研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　グループホーム南寿の里　　　　　　職　種　介護福祉士　　氏　名　花生　静香

	期　　間　　平成22年11月11日　～　平成22年11月11日

	出張目的　「研究発表」および「グループワーク」合同研修会に参加する為

	出 張 先　八戸市福祉公民館　2階大会議室

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


　演題①　ケアプランと現場を繋ぐ介護記録　

慈花苑・けやき荘　松尾　良子氏

　

　この事例では、介護記録に関して、ケアプランを意識したものになっていないことを挙げています。そのため、その日のエピソード記録になっていた、ケアプランと介護記録がうまく連動してこなかった、などの問題が挙げられます。改善として、介護記録に個人のケアプラン内容をレ点で印をつけ、その方のサービス内容がはっきりとしました。きちんと実施できているのか確認できるように、チェック欄を設け、ケース記録を当番制（夜勤者・早番者・日勤者・遅番者）にしたことで、業務上も偏りがなくスムーズになったようです。しかし、当番制にしたが、いつ、何時に記録をしたのかわからない、という問題点が見つかり、再度介護記録の書き方について、見直しをしました。生活援助計画書と介護記録を別々にし、ファイリングをしたことで、生活援助内容と利用者状況を常に確認することができ、ケアプランを意識した支援がどれだけ実施できたかを介護記録に集積することができるようになったそうです。また、スタッフ全員が、利用者様の生活がイメージできる記録を書けるよう訓練するために、記録に関する勉強会を開いた結果、スタッフの観察のスキルアップにつながり、ケアプランの目標を意識したケアができるようになったそうです。

＜考察＞

　この事例に関して、南寿の里では記録を書くとき、ケアプランの内容がハッキリとわかるようにしてありますが、その方の一日の生活の中で、一つだけをピックアップして２～３行にまとめて記録していますが、この施設では、朝起きた時から夜就寝するまでを細かく記録していました。これにより、日にちが過ぎてから見てもとてもわかりやすく、その方が１日をどのように過ごしていたか一目でわかるので関心しました。参考にしたいと思います。

演題②　生きがい対策の確立を目指した業務の見直し　

グループホームりんごの里　向田　瞳氏

　

　この事例では、業務を見直すことで、個別レクリエーションを充実させ、個々の不満や不安を軽減することが出来る、ということを目的にしています。現状での個別レクリエーション実施状況の把握をし、それに伴い、浮上する業務などの問題点を基に、業務改善を行い実施したそうです。その結果、午前30分、一週間に３回のセットで個別レクリエーションが実施できたそうです。また、個別レクリエーションの内容も、編み物・大正琴・散歩・花札など様々なものを取り上げ、週ごとに変えることで、興味が湧き、飽きずに取り組めていたとの事です。

＜考察＞

この事例に関して、利用者様一人一人、感性や興味を持つことは違うので、こちらが提案したレクリエーションの内容を、興味をもっていただくことは難しいと思います。いつも同じような内容では、すぐに飽きてしまいます。同じ内容でも、工夫を凝らすことで少しでも興味をもっていただくよう、スタッフ間で話し合いをしながらいろいろな素材を集めていければいいと思います。

演題③　知れば減る。～リスク認識へのアプローチと効果～　

グループホーム智水寮　高橋　一永氏

　

　この事例では、平成20年度に、マンダラートを活用した意識調査、個人アンケート調査、ヒヤリ・ハットでみる危険認知調査を実施したそうです。ヒヤリハットで見る危険認知調査では、インシデントチェックシートを活用し、個人別に危険を認知した回数を調査した結果、事故に遭遇した回数が多かった職員Aさんのヒヤリハットの回数は多く、事故に遭遇した回数が少なかった職員Bさんのヒヤリハットの回数は少なかった、という結果がでました。しかし、勤務期間別に事故平均を出した結果、AさんよりもBさんの方が多かったそうです。リスクへの認識が浅く、リスクを認識する能力の低い職員ほど、事故を発生させやすいということがわかりました。リスク認識改善のため、勉強会を開いた結果、事故発生要因ができる前に気づくことで、事故発生件数は減少したそうです。

＜考察＞

この事例に関して、ヒヤリハットは日常の中で少なからずあると思います。それに気付かずにいると、事故を発生させてしまう原因になると思うので、利用者様の状態観察や気づきを向上させることで、事故になる原因も見つけ出し、事故を防ぐことができると思います。事故が起きないためにも、普段の利用者様の様子観察が大切だということが改めて感じました。

演題④　生を支える。グループホームにできること　

グループホーム南部山さきおりの家　加藤　真由美氏

　この事例では、一人の利用者様について、この施設での生き様を挙げています。この施設では、ターミナルケアを設けております。この利用者様は施設にいた当初は自立出来ていましたが、年が過ぎて大腿骨頸部骨折をした事をきっかけに動けなくなり、活気が見られなくなったそうです。しかし、ご家族様は治療をせず施設での生活を希望されたそうです。ここから、この方の生活支援内容を「出来る力を発揮する」から「ゆったりと穏やかな生活へ」に変更し、その方に合った介護をしていったそうです。その間、この方は「ありがとう」など感謝の言葉ばかりを話すが、苦痛を訴える言葉は一切話されず、数日後、状態が悪化し病院へ入院した後に亡くなられました。スタッフは、この方の生活を支えようとケアをしていましたが、苦しい表情を見せるこの方に対して、正しいケアをしていただろうか、という思いがあり、この方の死は、スタッフに大きい精神的ダメージを受けたそうです。ご家族様からは、亡くなる直前まで、口から食べさせてくれてありがとう、という言葉を頂き、自分たちのケアは思いに添えることができたと実感したそうです。

＜考察＞　

南寿の里ではターミナルケアを設けていませんが、利用者様の死は精神的に辛いと思います。この事例に関して、環境を変えることなく、馴染みの利用者様やスタッフに囲まれて旅立ったので、本人は安心できたのではないかと思いました。

演題⑤　グループホーム入所者の在宅復帰　

グループホームみろく苑　原　康博氏

　この事例では、ある男性利用者様の帰宅願望から在宅復帰にかけての経過を挙げています。この方は、ADLはほぼ自立されており、平成22年4月に、管理者へ「自宅で生活できるほど元気になったので、退所したい、待機者も多いと聞いていて自分の部屋をもっと困っている人に利用してほしい」と相談がありました。この施設での在宅復帰は初めてとの事でしたが、ケアマネージャーや医師等の協力も得た事により、無事在宅復帰をすることができたそうです。今回の事例を経験したことで、結果として在宅に復帰できたが、復帰後の本人の暮らしの状況や家族の思いなどを見ると、望ましい状態なのか、また、グループホームだけでなく、入所型サービスが目指すべき「在宅復帰」を、本人にとっても、家族にとっても望ましい形で進めていくためには何が必要かを考えるきっかけになったそうです。

＜考察＞　

この事例に関して、本人の希望に添える事が出来た、という事がとてもよかったと思います。認知症状がある利用者様は「帰宅願望」を持っていることが多いですが、対応の仕方はとても難しいと思います。この事例の利用者様は、施設で生活していた事により認知症状が減少し、周りの状況をきちんと把握されたうえでの在宅復帰でした。普段の生活で利用者様とうまく接することができるよう、日々努力をしていきたいです。

演題⑥　重曹と酢水の活用の試み　

グループホームりんごの家　澤尻　まゆみ氏

　

　この事例では、普段の生活で、重層と酢水を使用することで、安全な環境を整えることができるよう取り組んでいます。重層には洗剤効果が、酢水には殺菌効果があるとの事で、トイレ掃除・風呂掃除・台所掃除などに使用しています。従来の洗剤を使用するよりも安全性が高い為、利用者様と一緒に掃除をする際などに安心して使用することができたそうです。使用した利用者様からは、「手軽で清掃の方法が楽」「手が荒れにくくなった」など良い意見が聞かれた一方、「洗った実感が湧かない」「テーブルに艶がなくなった」などの意見も聞かれました。しかし、重層と酢水は万が一口に入れても危険ではないので、誤飲などの危険が減り、安心して手伝いに参加できるようになり、また、一か月で約600円程節約でき、コスト削減にもつながったそうです。

＜考察＞　

この事例に関して、日常生活で使用する洗剤は、認知症高齢者にとって誤飲の危険性があるとても危険な物なので、安全な重層と酢水で環境を整えることができることを知り、とても勉強になりました。重層は500ｍｌの水に大さじ3杯、酢水は3倍薄めて使用するそうなので、是非南寿の里で取り入れていきたいです。
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